
　自然災害や地震による被害が深刻さを増しています。更なる“安全・安心・快適”な住まいを提供するため、長
谷工グループの総合力を活かしたハード・ソフトの災害対策に取り組み、災害が起きても自らの力で立ち直
ることができる災害に強いマンションづくりを推進しています。 

❶ 災害発生時に身の安全が守られること
❷ 被災後インフラが復旧するまで、生活環境を
 維持できること
❸ 被災後も含めた管理・運営上の対応の仕組みを
 整備すること

身の安全

管理・運営生活環境
の維持

「災害に強いマンション提案」基本方針

防災・減災に配慮した、災害に強いマンションづくり

　長谷工グループでは、深刻化する自然災害を受けて発足
した「災害対策技術WG」において、専有部・共用部に加え
ライフラインや管理・運営までを対象とした「災害に強い
マンション提案」を取り纏め、運用しています。
　グループ案件をはじめとして積極的に提案・採用してい
き、「集まって住むことの強み」を活かしながら、長谷工グ
ループとしての「安全・安心で快適なマンション」をハー
ド・ソフトの両面から積極的にサポートしていきます。

　長谷工グループでは、マンションそのものの基本性能の
確保はもちろんのこと、災害が発生したあとの居住者の生
活基盤を確保する仕組みづくりが大切と考えてきました。
そうした観点から、2003年に非常用飲料水生成システムを
国内で初めて分譲マンションに採用したのを皮切りに、自
社で設計・施工する分譲マンションに災害後の生活基盤を
確保するために必要な水、トイレ、⽕を確保するための防災
設備として、「WELL UP（非常用飲料水生成システム）」「非
常用マンホールトイレ」「かまどスツール」の「防災3点セッ

ト」の採用・提案を進めて
います。
　また、細田工務店では、
戸建て住宅の新築やリフ
ォームをされるお客様に、
いざという時のライフラ
イン確保をサポートする

「防災設備5点セット」の採
用提案を進めています。

価値創造基盤の強化：住んでいたい空間

防災3点セット

建物再生による新しい価値創造

　長谷工グループは、脱炭素社会の実現に向けた研究・技
術開発の更なる推進を目的に、国内で初めて、既存の企業
社宅を全面改修し建物運用時のCO2排出量実質ゼロを目
指すマンション・プロジェクトに取り組んでおり、「サステ
ナブランシェ本行徳」改修工事を行いました。
　本マンションでは、全36戸のうち13戸を、未来をつく
る居住型実験住宅「RESIDENCE LABO（レジデンスラ
ボ）」として建物内に設置し、それぞれの部屋で異なる検証
を行っています。建物の長寿命化技術や省エネ技術、ウェ
ルネス住宅技術ほか、IoT機器やAI技術を最大限活かし、
LIM※を通じた"暮らしの最適化"を実現するため、実際の居

住環境から得られるさまざまなデータを新たな住まい価
値創造に向けた研究・技術開発に活かしていきます。
　また、本プロジェクトは、国土交通省が実施する「令和４
年度第2回サステナブル建築物等先導事業（次世代住宅）」
において、「スマートホームシステムを導入した未来住宅
創造に向けた住居型実験住宅」として、先導的な技術の普
及啓発に寄与する「次世代住宅プロジェクト2022」に採
択されました。

リノベーション前 リノベーション後

品質向上への取り組み

品質マネジメントシステム推進体制
（長谷工コーポレーション）

2024年4月1日現在
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※品質マネジメントシステム

　長谷工コーポレーション・長谷工リフォーム・不二建設では、ISO9001に基づく品質マネジメントシステムを構築し、品質方針
を定め、品質向上に取り組んでいます。

品質マネジメントシステム 詳細はこちら▶︎

災害に強いマンション提案

長谷工の非常用ライフライン「防災3点セット」

リノベーション事例：サステナブランシェ本行徳（千葉県市川市）

　センサーネットワークやAI、クラウドサービスアプリケーショ
ンなどICT（情報通信技術）を活用し、付加価値の高いマンショ
ンづくりを推進しています。共用エントランスや専有部玄関の
顔認証オートロックや住戸玄関のスマートロック、宅配ボック
スや建物に設置した気象・地震センサーと連携した入居者専用
アプリなど、日々の生活を便利に、快適にお過ごしいただくため
の様々な先端技術を実装しています。

　ICTマンションで取得した様々なデジタルデータは“暮らし
情報”として、情報プラットフォーム「BIM & LIM Cloud」に集
積・分析し、BIMの情報と重ね合わせながら、入居者の利便性向
上や建物の長寿命化など新たな価値創造を目指します。なお直
近では、「WORVE（ワーブ）那覇泉崎」において「オール顔認証
マンション」の実証実験を予定しています。

長谷工グループのDX

ICTマンション

　長谷工グループでは、「住まいと暮らしの創造企業グループ」としての更なる飛躍を目指してDX（デジタル・トランスフォー
メーション）に挑んでいます。最新のテクノロジーを活用した集合住宅の設計・施工における生産性の向上や住まう方の生活の質
の向上、より安全・安心で快適な暮らしの実現などに取り組み、グループ総合力を活かして住まいと暮らしの新たな価値を生み出
していきます。

「RESIDENCE LABO」の主な取り組み等については
プロジェクトページをご参照ください
※ LIM：マンションに人々が住み始めてからの建物の状態や設備の利用状況、

更には人の動きなど、マンションが持っている暮らしに関する情報を活用
する概念

「LIM（Living Information Modeling）」の概念図

詳細はこちら▶︎

詳細はこちら▶︎
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https://www.haseko.co.jp/hc/csr/product/safety.html#anc_2
https://www.haseko.co.jp/sustainabranche/
https://www.haseko.co.jp/hc/csr/product/technological_innovation.html#anc_4


　長谷工グループでシニア事業を手掛ける長谷工シニア
ウェルデザインでは、人生100年時代に向けて「より自由
に羽ばたくように、ご自身らしくイキイキと愉しむ暮らし
を提供したい」という想いを込めた高齢者住宅ブランド

「ブランシエール」シリーズを展開しています。
　ブランシエールシリーズでは、2023年5月開設の「ブラ
ンシエール蔵前」に続き、同年12月、東京都目⿊区におい
て、介護付有料老人ホーム「ブランシエール目⿊」を開設し
ました。
　本施設は、人が自然とつながりを感じる「バイオフィリ
ックデザイン」の外観の建物で、1階にはスーパーマーケ
ットが入居するシニアレジデンスです。「自立住戸」と「介
護居室」を併設し、自立住戸にお住まいの方は、将来介護が
必要になった場合でも24時間ケアスタッフが常駐する介
護居室に住みかえることができ、住み慣れた環境で生活を
続けていただくことが可能な安心のしくみを備えていま
す。
　また本施設では、IoTを活用した顔認証を、自動ドアの

開錠や宅配通知、ご家族の入退館手続きの簡素化などの
サービスに導入しています。更に、長谷工オリジナルの運
動習慣・食習慣を改善する健康サポートサービスや、ワイ
ン講座、アート＆デザインなど多彩な体験プログラムによ
り、「健やか」で「ときめく」住環境を提供します。

価値創造基盤の強化：住んでいたい空間

新時代に相応しいシニアレジデンス「ブランシエール目黒」（目黒区下目黒）

バイオフィリックデザインの外観

　分譲マンションの住居面積が縮小傾向にある一方、住ま
いのあり方や働き方に対するニーズの多様化、使い方を限
定しない多目的な住空間の必要性が高まっています。
　「Be-Fit※」では、各住戸に配置している収納スペースの集
約や、柱を廊下側に出すことで整形な居室空間を創出し、自
由な空間利用を可能にしました。棚やボックスなどの位置
や高さを調整できる壁面家具を採用することで、子どもの
成長や趣味などライフステージの変化にあった使い方が容

易にできるようになりました。ライフスタイルや、変化し続
ける暮らしに、住まいを合わせることができる間取りとし
て、「ルネ松戸みのり台」（千葉県松戸市）、「ブランシエラ川
崎大島」（神奈川県川崎市）の2物件にて第一弾として採用し
ています。今後も、当社が事業主となる物件に加え、他の事
業主様の物件についても提案し、採用を促進していきます。

※ Be-Fit：Be＝Basic＆Essential（基本的で本質的な性能を確保）、住まいをFit
させる

多様なライフスタイルに応える
「Be-Fit（ビーフィット）」～ライフステージとライフスタイルに合わせて自由に可変できる新たな住空間

※ 掲載の間取りイラスト、Large-Storageイラスト、空間イラストはイメージです。

　長谷工コーポレーションは、2020年に代表企業とし
て事業契約を締結した「市営桜の宮住宅建替事業（2期）」
を契機とし、神戸市の北鈴蘭台地域で展開されている地
域の活性化・エリアマネジメントに係る活動を実施して
います。
　 地 域 住 民 団 体・活 動 団
体、地元大学、鉄道事業者、
地域の商業事業者、住宅分
譲会社、植物園、病院など
で構成されるエリアプラッ
トフォーム「北鈴〇

まるまる
〇部」

に参加し、事務局を担って
います。

　地域のまちづくりの方向性等を示した「北鈴つづくビ
ジョン」の策定、地域の公園を活用した多世代交流・賑わ
いづくり、地域のお店や魅力・活動などの情報を発信する

「北鈴つづく通信」の発行、地域による公共空間の運営の
仕組みの構築などを行っています。

コミュニティへの配慮と参画
　地域活性化や、地域住民の皆様も含めた豊かなコミュニティづくりを後押しし、地域全体の価値向上に貢献していきます。

　明日香村は飛鳥時代の宮殿跡や史跡が数多くあり、村全
域が歴史的風土保存の対象となる一方で、人口減少や宿泊
施設不足、空き家問題等を抱えています。長谷工コーポレー
ションでは「明日香村プロジェクト推進室」を発足し、課題
解決に向けた事業を推進しています。
　2020年12月には、明日香村の地域活性化事業と宿泊施設
運営事業に取り組む新会社「長谷工ヴィレッジライフ」を設立
し、古民家等を改修した宿泊事業を推進し、2022年3月には
第一弾となる古民家ホテル「ブランシエラ ヴィラ明日香」を
開業しております｡今後も複数件の稼働を予定しており、明日
香村の活性化に寄与するべ
く長谷工グループが培って
きたノウハウを活かした事業
に取り組んでいます。なお、

「ブランシエラ ヴィラ明日
香」は、環境省が主催する第
11回グッドライフアワードに
おいて、地域の知恵や考え方

を大切にした取り組みに贈られる「実行委員会特別賞 環境地
域ブランディング賞」を受賞しています。
　また、明日香村の「歴史的資源」、奈良女子大学の「知」、長谷
工グループの「活力」を活かし、明日香村の地域課題に対応し、
明日香村の活性化、歴史保全活動及び活力ある地域社会の形
成と発展を目的に、2020年12月に産官学連携に関する包括
協定を締結しました。三者で連携しながら、築約400年の茅葺
古民家を活用するプロジェクトを進めています。

古民家再生・活用事業の推進

古民家を再生・活用した宿泊施設「ブランシエラ ヴィラ明日香」産官学連携に関する包括協定調印式の様子

奈良県明日香村での取り組み

地域活性化（エリアマネジメント）の取り組み

　「奈良県明日香村における歴史・景観保全活動及び地域活性
化への取り組み」が、企業メセナ協議会が主催する「メセナア
ワード2023」の優秀賞を受賞しました。
　メセナアワード2023は、「This is MECENAT 2022」で認定
された活動の中から、特に優れた活動を表彰するもので、本年度
はメセナ大賞の他、優秀賞5件の計6賞が選ばれました。

メセナアワード2023受賞

メセナアワード2023贈呈式
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　長谷工グループでは、建設作業所におけ
るCO2排出量を削減するべく、現在、一部作
業所にて右記の取り組みを推進していま
す。今後も、物件の規模や立地も加味しつ
つ、採用・推進物件を増やしていく予定です。

価値創造基盤の強化：大切にしたい風景

バイオマス発電の利用
　外部の発電事業者と連携して、建設作業所で発生し
た木くずを燃料の一部にしたバイオマス発電による再
生可能エネルギーを、建設作業所の仮設電力として使
用する資源循環の取り組みを導入しています。
　この取り組みでの発電に際して発生するCO2排出量
は、従来供給の⽕力発電による電力に比べ少なく、電力
供給によるCO2排出量の削減となり、地球温暖化防止
に繋がります。

バイオマス発電採用 
作業所看板

　長谷工グループでは、2021年に長谷工グループ気候変動対
応方針「HASEKO ZERO–Emission」を策定し、温室効果ガス

（CO2）排出量削減のため、「H-BAコンクリート」普及に向け推進し
ております。
　「H-BAコンクリート」は、普通ポルトランドセメントと高炉セメントB
種を併用して製造することで、従来の普通コンクリートに置き換え
が可能な高い汎用性があり、かつコンクリート材料に由来する二酸
化炭素の排出量を約20％削減する環境配慮型コンクリートです。
　これまで、「ルネ横浜戸塚」（神奈川県横浜市戸塚区、総戸数439
戸）の共用部の一部への採用や、学生向け賃貸マンション「Feel G 
Residence」（兵庫県神戸市西区、総戸数120戸）での全面採用（基
礎・地上躯体）など実績を重ねておりました。2022年8月、この

「H-BAコンクリート」が住宅性能表示において「評価方法基準※1」
に従った方法に代えて評価する方法と認められる「特別評価方法
認定※2」を国土交通省より取得したことで、初めて、住宅性能表示
を用いる分譲マンションへも採用できることとなりました。
　特別評価方法認定を踏まえ、東京地区では「ザ・ケンジントン・
レジデンス上池台」（東京都大田区、総戸数42戸）の地上躯体に、
関西地区では「ルネ江坂 江の木町」（大阪府吹田市、総戸数149
戸）の基礎・地上躯体に初めて全面採用しました。今後も自社グ
ループ事業の案件では「H-BAコンクリート」を採用してまいりま
す。また、自社グループ事業の案件だけでなく、他社事業案件にお
ける「H-BAコンクリート」の普及を図り、サプライチェーン全体で
の温室効果ガス（CO2）排出量削減を推進してまいります。

バッテリー式フル電動
ラフテレーンクレーンの
採用

電動フォークリフトの
採用

 Scope１（工事車両等の燃料消費に伴うCO2排出）削減への取り組み

建設発生土の場内利用による運搬車輌台数の削減 重機への環境配慮型燃料（GTL・B5）使用

電動バックホーの採用（試験採用） 電動フォークリフトの採用

バッテリー式フル電動ラフテレーンクレーンの採用 ALC無溶接工法の採用

 Scope２（作業所での電力利用に伴うCO2排出）削減への取り組み 

バイオマス発電電力の採用 現場仮設照明のLED化

ユニットハウスの屋根を利用した太陽光発電の採用

 Scope３（建設資材の製造・運搬や、廃棄物の輸送・処理等に伴うCO2排出）削減への取り組み

廃棄物排出量削減および分別徹底 廃棄物の減容化による運搬車輌台数の削減

気候変動対応の具体的取り組み

※1 評価方法基準 … 住宅の品質確保の促進等に関する法律（品確法）に規定する、日本住宅性能表示基準に従って表示すべき住宅の性能に関する評価方法の基準。
※2 特別評価方法認定 … 品確法の評価方法基準に従って評価できない新材料・新工法（構造の安全、劣化の軽減、温熱環境、⾳環境等）について、国土交通大臣が個別に認

定する認定方法。

年度 使用量（㎥） CO2削減量（t-CO2） 採用物件（竣工物件）
2017 125 6.2 長谷工テクニカルセンター
2020 25 1.1 ルネ横浜戸塚

2022 2,945 162.6 Feel G Residence／ブランシエスタ浦安／長谷工テクニカルセンター⾳響実験棟
／ブランシエスタ大鳥居

2023 2,361 140.8 ザ・ケンジントン・レジデンス上池台／ラティエラアカデミコ三鷹
計 5,456 310.7

「H-BAコンクリート」の主な採用物件および温室効果ガス（CO2）排出量の削減効果一覧

建設作業所におけるCO2削減の取り組み

環境配慮型コンクリート「H-BAコンクリート」の採用

木くずの発生

電気に替える

資源に替える
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